
編
集
後
記

　先
の
町
議
会
議
員
選
挙
に

て
定
数
10
名
の
メ
ン
バ
ー
が

確
定
致
し
ま
し
た
。
任
期
中

全
員
に
て
町
政
活
性
化
に
向

け
努
力
致
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ

感
染
症
も
分
類
が
下
が
り
早

く
治
ま
れ
ば
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　全
国
的
な
事
で
は
あ
り
ま

す
が
、
少
子
高
齢
化
そ
し
て

人
口
減
少
が
日
々
、
さ
ま
ざ

ま
に
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
国
で
は
本
件
に
重

点
を
置
く
施
策
を
模
索
し
て

お
り
ま
す
。
当
町
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
策
が
告

示
さ
れ
ま
し
た
ら
積
極
的
に

取
り
入
れ
そ
し
て
実
施
し
活

力
あ
る
町
に
し
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

 

（
冨
澤

　重
男
）

◎
広
報
委
員

　委
員
長

　冨
澤

　重
男

　委

　員

　星
河

　明
彦

　
　
　
　
　土
屋

　
　匡

　
　
　
　
　湯
本

　宗
一

５月臨時会や６月定例会の内容をお伝えします
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令
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２
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発
行

ＱＲコードから議会

だよりをダウンロー

ドできます

表紙：魚止めの滝（北軽井沢）

11日

　長野原町議会全員協議会

　令和５年５月第２回長野原町議会

　臨時会

16日

　令和５年度国道146号線軽井沢

　バイパス建設等期成同盟会

22日

　令和５年度第40回長野原町

　高齢者教室開講式

24日

　令和５年度長野原町文化協会総会

　吾妻郡町村議会議長会定例総会

　令和５年度長野原町ＰＴＡ連絡

　協議会総会

26日

　群馬県町村議会議長会理事会

29日

　群馬県町村議会議長会臨時会及び

　町村議会議長研修会

30日

　社会福祉協議会理事会

　北軽井沢観光協会第52回通常総会

31日

　あがつま農業協同組合第31回通常

　総代会

１日

　吾妻森林組合監査

６日

　小口資金等融資審査会

　長野原町議会全員協議会

　令和５年６月第２回長野原町議会

　定例会

14日

　吾妻郡租税教育推進協議会定期総会

16日

　令和５年６月第２回長野原町議会

　定例会（２日目）

　長野原町議会議員懇談会

19日

　社会福祉協議会評議員会

　長野原町シルバー人材センター

　通常総会

22日

　西吾妻地区防犯協会定期総会

26日

　令和５年吾妻広域町村圏振興整備組合

　議会第１回臨時会

　吾妻環境施設組合議会令和５年度

　第１回臨時会

　

26日

　令和５年度吾妻郡林業振興協会総会

　吾妻郷土緑化推進委員会総会

　中之条ガーデンズ視察

27日

　令和５年度　第１回北軽井沢連絡会議

　東部湯の丸インター関連道路網整備

　促進期成同盟会定期総会

28日

　第73回　社会を明るくする運動

　長野原町推進委員会

　にしあがつま福祉会評議委員会

29日

　３組合議会（環境衛生施設組合・

　衛生施設組合・西吾妻福祉病院組合）

　第２回西吾妻福祉病院管理運営

　協議会

30日

　旧長野原町立第一小学校利活用

　事業候補者選定委員会

議会の主な活動議会の主な活動
　議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

５月 ６月



議会構成が決まりました。

 

こ
の
度
、
議
員
皆
さ
ま
方
の
ご
推

挙
に
よ
り
、
第
38
代
に
続
き
第
39

代
の
長
野
原
町
議
会
議
長
の
重
責

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ

り
ま
す
。
　

 

現
在
、
町
は
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
、
ま
た
、
雇
用
の
場
の
確

保
、
そ
し
て
、
産
業
振
興
等
々
諸

問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

 
私
た
ち
議
員
は
町
民
の
代
表
と
し

て
、
地
域
の
声
を
町
政
に
届
け
、

議
会
、
町
当
局
と
一
体
と
な
り
、

こ
の
よ
う
な
諸
問
題
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
現
在
、
議
会
は
開
か
れ

た
議
会
、
わ
か
り
や
す
い
議
会
を

目
指
し
て
議
会
改
革
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　
新
議
員
４
人
を
加
え
、
さ
ら

に
、
こ
の
議
会
改
革
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
私
の
行
動
理
念
で
あ
り
ま
す

「
感
謝
と
奉
仕
」
「
自
覚
と
覚

悟
」
。
常
に
感
謝
と
奉
仕
の
心
を

持
ち
、
自
覚
と
覚
悟
を
も
っ
て
事

に
当
た
る
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘

じ
て
、
す
べ
て
の
町
民
の
幸
せ
の

た
め
に
、
微
力
を
尽
く
し
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
方
に
は
、
議
会
に

対
し
ま
し
て
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
皆
様
方
の
ご
健

勝
ご
多
幸
と
、
長
野
原
町
の
益
々

の
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ

げ
、
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６３ ２

長
野
原
町
議
会
議
員
改
選

新
し
い
議
員
に
よ
る
議
会
が
ス
タ
ー
ト

　議
員
改
選
後
に
お
け
る
初
議
会
と
な
っ
た
令
和
５
年
５
月
第
２
回
町
議
会
臨
時

会
に
お
い
て
新
た
な
議
会
体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。

　選
挙
の
結
果
、
議
長
に
黒
岩
巧
議
員
、
副
議
長
に
冨
澤
重
男
議
員
が
就
任
し
ま

し
た
。

一部事務組合とは？

⇒行政の効率化を図るため、特定の業務を近隣町村と共同で行うもの

議長就任のご挨拶

５月臨時会にて

新たな町議会体制が決定！
５月臨時会にて

新たな町議会体制が決定！

議長　黒岩　巧

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
主
に
、
町
の
財
政
や
社
会
福

祉
、
民
生
、
教
育
、
そ
の
他
の

委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項
を
調

査
・
審
査
す
る
委
員
会
で
す
。

(

写
真
下
段
右
か
ら
）

　
入
澤
　
信
夫
　
委
員
長

　
土
屋
　
　
匡
　
副
委
員
長

(

写
真
上
段
右
か
ら
）

　
黒
岩
　
　
巧
　
委
員

　
萩
原
　
広
美
　
委
員

　
星
河
　
明
彦
　
委
員

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
主
に
、
産
業
経
済
や
商
工
観

光
、
地
域
振
興
、
土
木
建
築
、

道
路
河
川
、
上
下
水
道
に
関
す

る
事
項
を
調
査
・
審
査
す
る
委

員
会
で
す
。

(

写
真
下
段
右
か
ら
）

　
牧
山
　
　
明
　
委
員
長

　
湯
本
　
宗
一
　
副
委
員
長

(

写
真
上
段
右
か
ら
）

　
冨
澤
　
重
男
　
委
員

　
杉
崎
　
能
久
　
委
員

　
浅
沼
　
克
行
　
委
員

議
会
運
営
委
員
会

　
主
に
、
議
会
の
運
営
や
会
議

規
則
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る

事
項
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
議

案
や
請
願
な
ど
を
審
査
す
る
委

員
会
で
す
。

　
浅
沼
　
克
行
　
委
員
長

　
星
河
　
明
彦
　
副
委
員
長

　
入
澤
　
信
夫
　
委
員

　
牧
山
　
　
明
　
委
員

特
別
委
員
会

　
議
会
の
議
決
で
付
議
さ
れ
た

（
特
定
の
）
事
件
を
調
査
・
審

査
す
る
委
員
会
で
す
。
２
つ
の

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
各
特

別
委
員
の
定
数
を
10
名
と
し
ま

し
た
。
各
特
別
委
員
会
の
正
副

委
員
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

国
県
道
改
良
等
促
進
特
別
委
員
会

　
牧
山
　
　
明
　
委
員
長

　
湯
本
　
宗
一
　
副
委
員
長

　災
害
対
策
特
別
委
員
会
　

　
黒
岩
　
　
巧
　
委
員
長

　
冨
澤
　
重
男
　
副
委
員
長

一
部
事
務
組
合
議
会

▼
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備

　組
合
議
会
議
員

　
黒
岩
　
　
巧

　
冨
澤
　
重
男

▼
西
吾
妻
衛
生
施
設
組
合

　議
会
議
員

　
黒
岩
　
　
巧

　
入
澤
　
信
夫

　
冨
澤
　
重
男

▼
西
吾
妻
環
境
衛
生
施
設
組
合

　議
会
議
員

　
黒
岩
　
　
巧

　
入
澤
　
信
夫

　
冨
澤
　
重
男

　
土
屋
　
　
匡

▼
西
吾
妻
福
祉
病
院
組
合

　議
会
議
員

　
黒
岩
　
　
巧

　
入
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信
夫

　
冨
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重
男

▼
吾
妻
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境
施
設
組
合

　議
会
議
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黒
岩
　
　
巧
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～
新
た
な
議
員
が
選
ば
れ
た

　
　
　
　
　
10
人
の
抱
負
～

　令
和
５
年
４
月
23
日
に
、
任
期
満
了
に

伴
う
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
た

に
10
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
期
、
新
人

議
員
が
４
名
加
わ
り
、
30
歳
代
か
ら
70
歳

代
ま
で
幅
広
い
年
齢
と
な
っ
た
町
議
会
。

　議
会
は
こ
れ
か
ら
４
年
間
、
住
民
の
代

表
、
奉
仕
者
と
し
て
積
極
的
な
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

数
字
で
見
る
議
員
像

●
最
年
少
議
員

　38
歳

●
最
年
長
議
員

　72
歳

●
平

均

年

齢

　63
・
３
歳

●
女

性

議

員

　１
人

●
議

員

報

酬

　議

　長

　27
万
５
千
円

　
　
　
　
　
　
　副
議
長

　22
万
５
千
円

　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　21
万
円

　
　
　
　
　
　
　議

　員

　20
万
円

（
令
和
５
年
６
月
１
日
現
在
）

　この地に来てまだ４年目の移住者ですが、町

民の皆様に満足いただけるような実績を一つで

も多く残すべく、誠心誠意努力して参りますの

でどうぞ宜しくお願い致します。

便利で快適な

町づくりを目指して

杉崎　能久
１期　１年目

（応桑）

すぎざき よしひさ

　高齢者住宅で窓を開けてのご声援、農作業の

手をとめてのお声かけ等、みなさまのためにが

んばります。

　そして都会で暮らす孫達が長野原に住みたい

と思える町づくりのために。

微力ながら、

みなさまのために

土屋  　匡
１期　１年目

（応桑）

つちや まさし

　兔角分かりづらい議会を、町民のみなさんに

分かりやすく開かれた議会にするために、２年

前から取り組んでいる議会改革を、議会一丸と

なりさらに推進して行きたいと思います。

町民のための

議会改革の推進を！

黒岩　巧
５期　１７年目

（北軽井沢）

くろいわ たくみ

　皆さまの声を町政へ！声を形に。をモットー

に不便さを感じない、出産子育てしやすく、安

心して暮らせ、魅力があり、働きがいのある町

づくりを重点目標とし取り組んでまいります。

笑顔あふれる

町づくり

星河　明彦
２期　５年目

（林）

ほしかわ あきひこ

　平成18年に当選以来６期目を迎えます。思え

ば、あっという間の期間だったと思います。議員生

活で学んだ事を生かし、この任期を町政発展の

為、微力ですが、尽力していくつもりです。

議員６期目に

思うこと

浅沼　克行
６期　１８年目

（長野原）

あさぬま かつゆき

　町民の皆さまのご要望、ご意見をより多く町

政にお届けしたいと思っております。

町民のための町政を

冨澤　重男
３期　９年目

（大津）

とみざわ しげお

　福祉を充実させ誰もが安心して暮らせる事、

地場産業振興に力を入れ仕事を作り出していく

事、町民の意見を町政に反映させるしくみをつ

くり住民本意の町政を目指します。

誰もが

安心して暮らせる

長野原町を

牧山　明
６期　２１年目

（応桑）

まきやま あきら

　長野原町も、役場庁舎、八ッ場ダム完成、学

校統合と大きな事業が終わり、今後の廃校利

用、応桑小の利活用、北軽地区の活性と今まで

以上に良くなったと言ってもらえる様に頑張っ

ていきたいと思います。

住みよい町に

入澤　信夫
３期　９年目

（応桑）

いりさわ のぶお

　皆さまのご支援で町政に送りだしていただき

ました。一人の声を大切に、安心・安全な町を

目指し、住んで良かったと思える町になるよう

に、皆さまの声を町政に届けて参ります。

一人の声を大切に！

　　　　皆さまの声を町政へ！

湯本　宗一
１期　１年目

（大津）

ゆもと そういち

ちょっと違う

角度から

萩原　広美
１期　１年目

（北軽井沢）

はぎわら ひろみ

　子育てや介護、身近な暮らしにある課題をつ

なげていく事。町づくりを老若男女全ての世代

の方が、自分事として受けとめ生活していく事

のお手伝いをしていきたい。
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　主なものを当㌻より掲載します。
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事業会計決算認定　　　………　２件
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○５月臨時会（会期５/11） ○６月定例会（会期６/６ー16）

選

　挙

常任委員会委員の選任
議会運営委員会委員の選任

令和５年度一般会計補正予算（第1号）

常任・議会運営委員会の委員を選任するもの

工事請負契約の締結（２件）

歳入歳出予算の総額に1億1941万３千円を加え、
総額を47億9879万７千円とする

監査委員の選任同意

旧西中学校改修工事２件について請負契約を
締結するもの

教育委員会委員の任命同意

星河議員を議選監査委員として選出するもの

専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部改正）

委員の退任に伴い、秋山氏（新任・北軽井沢）の任命に
ついて同意を求めるもの

専決処分の承認（税条例の一部改正）

負担の公平性を図るため、課税限度額が引き上げなどに伴い

一部改正するもの

災害対策特別委員会設置に関する決議

国県道改良等促進特別委員会設置に関する決議

吾妻環境施設組合議会議員の選挙

軽自動車税の環境性能割の税率区分の見直しなどに伴い
一部改正するもの

西吾妻環境衛生施設組合議会議員の選挙

西吾妻福祉病院組合議会議員の選挙

各特別委員会の設置を求めるもの

西吾妻衛生施設組合議会議員の選挙

議員改選に伴い一部事務組合議会議員を選出するもの

副議長の選挙

議員改選に伴い正副議長の選挙を実施するもの
（議長：黒岩議員　副議長：冨澤議員）

議長の選挙1号

2号

3号

4号

5号

6号

1号

2号

1号

2号

1号

2号

1号-2号

3号

その他

関連㌻議 案 番 号 議　案　名 内　　容

■５月臨時会で可決した議案一覧

報
告

同
意

認
定 令和４年度２事業会計決算認定

令和５年度簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

令和５年度へき地診療所特別会計補正予算（第１号）

令和５年度一般会計補正予算（第２号）

北軽井沢簡易水道事業給水条例の一部改正

簡易水道事業給水条例の一部改正

税条例の一部改正

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

犯罪被害者等支援条例の制定

財産の取得(通称：北軽井沢グラウンド用地）

農業委員会委員の任命同意

今年度に繰り越す一般会計・農業集落排水事業特別
会計繰越明許費について報告するもの

委員の任期満了に伴い12名の委員について任命の
同意を求めるもの

地域振興の充実を図るため、グラウンド用地を取得するもの

新型コロナウイルス感染症への対応作業に係る手当が
廃止されたことに伴い一部改正するもの

犯罪被害者等の支援について町及び関係機関等との適切な
役割分担を定め連携を図り実施をするため制定するもの

森林環境税の導入などに伴い一部改正するもの

令和5年10月1日から始まる適格請求書等保存方式
（インボイス制度）に対応するため一部改正するもの

歳入歳出予算の総額に7728万8千円を加え、
総額を48億7608万5千円とする

歳入歳出予算の総額に37万6千円を加え、
総額を1億154万1千円とする

歳入歳出予算の総額に633万8千円を加え、
総額を1億3万6千円とする

令和４年度浅間高原水道・北軽井沢簡易水道事業会計
決算を認定するもの

令和４年度一般会計及び１特別会計予算繰越明許費
繰越計算書の報告

1号-2号

1号-12号

1号

2号

3号

4号

5号

6号

7号

8号

9号

1号-2号

関連㌻議 案 番 号 議　案　名 内　　容

■６月定例会で可決した議案一覧
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ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６７ 6

北
軽
井
沢

グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
取
得

　
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
の
向
上
に
寄
与

す
る
事
を
目
的
と
し
て
、
地
域
振
興
の
充
実
を
図
る
た

め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
を
現
状
有
姿
で
土
地
所
有
者
か

ら
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。
　

■
取
得
の
目
的

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
と
し
て

■
所
在
地

　
長
野
原
町
大
字
北
軽
井
沢

　
　
　
１
９
８
８
番
７
７
４

■
取
得
面
積

　
１
５
，
２
４
０
㎡

■
取
得
価
格

　
４
２
０
０
万
円

　人事案件　　　　　　………　２件

　決　　議　　　　　　………　２件

　専決処分　　　　　　………　２件

　工事請負契約　　　　………　２件

　補正予算　　　　　　………　１件

　合　　計　　　　　　………　９件

　主なものを当㌻より掲載します。

行政報告　　　　　　　………　２件

人事案件　　　　　　　………１２件

財産取得　　　　　　　………　１件

条例制定・改正　　　　………　５件

補正予算　　　　　　　………　３件

事業会計決算認定　　　………　２件

　合　　計　　　　　　………２５件

○５月臨時会（会期５/11） ○６月定例会（会期６/６ー16）

選

　挙

常任委員会委員の選任
議会運営委員会委員の選任

令和５年度一般会計補正予算（第1号）

常任・議会運営委員会の委員を選任するもの

工事請負契約の締結（２件）

歳入歳出予算の総額に1億1941万３千円を加え、
総額を47億9879万７千円とする

監査委員の選任同意

旧西中学校改修工事２件について請負契約を
締結するもの

教育委員会委員の任命同意

星河議員を議選監査委員として選出するもの

専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部改正）

委員の退任に伴い、秋山氏（新任・北軽井沢）の任命に
ついて同意を求めるもの

専決処分の承認（税条例の一部改正）

負担の公平性を図るため、課税限度額が引き上げなどに伴い

一部改正するもの

災害対策特別委員会設置に関する決議

国県道改良等促進特別委員会設置に関する決議

吾妻環境施設組合議会議員の選挙

軽自動車税の環境性能割の税率区分の見直しなどに伴い
一部改正するもの

西吾妻環境衛生施設組合議会議員の選挙

西吾妻福祉病院組合議会議員の選挙

各特別委員会の設置を求めるもの

西吾妻衛生施設組合議会議員の選挙

議員改選に伴い一部事務組合議会議員を選出するもの

副議長の選挙

議員改選に伴い正副議長の選挙を実施するもの
（議長：黒岩議員　副議長：冨澤議員）

議長の選挙1号

2号

3号

4号

5号

6号

1号

2号

1号

2号

1号

2号

1号-2号

3号

その他

関連㌻議 案 番 号 議　案　名 内　　容

■５月臨時会で可決した議案一覧

報
告

同
意

認
定 令和４年度２事業会計決算認定

令和５年度簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

令和５年度へき地診療所特別会計補正予算（第１号）

令和５年度一般会計補正予算（第２号）

北軽井沢簡易水道事業給水条例の一部改正

簡易水道事業給水条例の一部改正

税条例の一部改正

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

犯罪被害者等支援条例の制定

財産の取得(通称：北軽井沢グラウンド用地）

農業委員会委員の任命同意

今年度に繰り越す一般会計・農業集落排水事業特別
会計繰越明許費について報告するもの

委員の任期満了に伴い12名の委員について任命の
同意を求めるもの

地域振興の充実を図るため、グラウンド用地を取得するもの

新型コロナウイルス感染症への対応作業に係る手当が
廃止されたことに伴い一部改正するもの

犯罪被害者等の支援について町及び関係機関等との適切な
役割分担を定め連携を図り実施をするため制定するもの

森林環境税の導入などに伴い一部改正するもの

令和5年10月1日から始まる適格請求書等保存方式
（インボイス制度）に対応するため一部改正するもの

歳入歳出予算の総額に7728万8千円を加え、
総額を48億7608万5千円とする

歳入歳出予算の総額に37万6千円を加え、
総額を1億154万1千円とする

歳入歳出予算の総額に633万8千円を加え、
総額を1億3万6千円とする

令和４年度浅間高原水道・北軽井沢簡易水道事業会計
決算を認定するもの

令和４年度一般会計及び１特別会計予算繰越明許費
繰越計算書の報告

1号-2号

1号-12号

1号

2号

3号

4号

5号

6号

7号

8号

9号

1号-2号

関連㌻議 案 番 号 議　案　名 内　　容

■６月定例会で可決した議案一覧

財産
取得

2
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3
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人事案件・条例制定・契約・行政報告

条例改正

農
業
委
員
会
委
員

12
名
を
全
員
一
致
で
同
意

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
任
命
に
つ
い
て
、
12
名
を

全
員
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。
な

お
、
今
回
任
命
さ
れ
た
委
員
の
任

期
は
、
７
月
20
日
よ
り
３
年
間
と

な
り
ま
す
。

同意

長
野
原
町
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
の
制
定

　
犯
罪
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら

れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
・
ご
遺
族

の
方
々
が
被
害
を
軽
減
・
回
復

し
、
一
日
も
早
く
平
穏
な
暮
ら
し

を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
、
「
長
野

原
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

【
主
な
支
援
内
容
】

・
相
談
及
び
情
報
の
提
供
等

・
住
居
確
保
の
支
援

・
犯
罪
被
害
者
見
舞
金
の
支
給

条例
制定

浅
間
小
学
校
改
修
工
事

お
よ
び
外
構
工
事

請
負
契
約
を
可
決

　
長
野
原
町
立
浅
間
小
学
校
改
修

工
事
お
よ
び
外
構
工
事
の
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

契約

繰
越
事
業
経
費

報
告
受
け
る

　
６
月
議
会
定
例
会
初
日
（
６

日
）
に
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予

算
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
が
上
程
さ
れ
、
令
和
５
年
度

に
繰
り
越
す
事
業
経
費
な
ど
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

行政
報告

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６９ ８

■町農業委員会委員一覧表（敬称略・順不同）

氏　　名 地区名 新再別 氏　　名 地区名 新再別

竹内　望康

小林　秀幸

金子　健一

金井　隆行

唐澤　克幸

篠原　　進

横壁

林

長野原

大津

羽根尾

与喜屋

新任

新任

新任

新任

新任

再任

安濟　　仁

佐藤　　誠

倉田とし子

井上めぐみ

上谷川協子

小金澤忠彦

応桑

応桑

応桑

北軽井沢

北軽井沢

北軽井沢

新任

再任

再任

新任

新任

再任

■５月臨時会で可決した契約一覧（順不同）

工事名

契約金額

契約先

長野原町立

浅間小学校改修工事

長野原町立

浅間小学校改修工事

（外構工事）

2億130万円 8008万円

吉澤・黒田JV

〔代表者〕

吉澤建設株式会社

代表取締役　吉澤　孝

都建設株式会社

代表取締役　星野　勝義

■令和５年度各会計繰越明許費

会計名

一般会計

農業集落
排水事業
特別会計

繰越額（合計） 主な事業

8011万円
橋梁維持事業

（他３事業）

1422万3千円
農業集落
排水事業

物価高騰対策
一
般
会
計

■５月臨時会（5/11）

　一般会計補正予算（第１号）

　１億1941万円増額（計47億9879万円）

■６月定例会（6/6）

　一般会計補正予算（第２号）

　7728万円増額（計48億7608万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

■特別会計補正予算一覧表（６月定例会)

特別会計

へ き 地 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

補正額

37万円

633万円

補正後総額

1億154万円

1億3万円

（千円以下切捨）

全員
協議会

６
月
議
会
全
員
協
議
会
の

　
　
　内
容
を
紹
介
し
ま
す

５月臨時会・６月定例会（各会計補正予算）・全員協議会

価格高騰重点支援事業（2900万円）

マイナンバーカード及びプラットフォーム等連携事業

（1643万円）

〇
八
ッ
場
ダ
ム
放
流
イ
ベ
ン

ト
の
結
果
に
つ
い
て

　
５
月
27
日
に
、
八
ッ
場
ダ

ム
放
流
イ
ベ
ン
ト
を
ダ
ム
下

流
の
広
場
で
開
催
し
た
と
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

〇
外
部
専
門
家
の
活
用
に
つ

い
て

　
地
域
活
性
化
等
の
取
り
組

み
に
関
す
る
知
見
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
有
す
る
外
部
専
門
家
を

招
へ
い
し
、
町
の
課
題
解
決

等
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。

　
具
体
的
に
は
、
長
野
原
町

Ｄ
Ｘ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
名
、

長
野
原
町
地
域
デ
ザ
イ
ン

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
１
名
、
長
野

原
町
へ
き
地
診
療
所
移
転
に

伴
う
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
契
約

１
社
、
そ
の
他
今
後
の
予
定

で
は
あ
り
ま
す
が
、
長
野
原

町
動
力
船
等
運
用
・
安
全
運

航
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
名
で

す
。

　
今
後
も
外
部
専
門
家
と
連

携
・
協
力
の
下
、
指
導
・
助

言
を
受
け
な
が
ら
、
町
の
課

題
解
決
等
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

〇
東
部
簡
易
水
道
事
業
機
能

強
化
対
策
に
つ
い
て

　
本
年
、
２
月
及
び
３
月
の

水
道
管
漏
水
事
故
に
伴
う
東

部
簡
易
水
道
の
機
能
強
化
に

つ
い
て
、
早
期
に
改
善
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
狩
宿
水
源

並
び
に
浄
水
場
に
お
け
る
修

繕
計
画
を
策
定
し
た
と
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

ＪＶとは？

⇒１つの工事を施工する際に複数の企業が共同で工事を受注し施行する

　ための組織のこと



人事案件・条例制定・契約・行政報告

条例改正

農
業
委
員
会
委
員

12
名
を
全
員
一
致
で
同
意

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
任
命
に
つ
い
て
、
12
名
を

全
員
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。
な

お
、
今
回
任
命
さ
れ
た
委
員
の
任

期
は
、
７
月
20
日
よ
り
３
年
間
と

な
り
ま
す
。

同意

長
野
原
町
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
の
制
定

　
犯
罪
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら

れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
・
ご
遺
族

の
方
々
が
被
害
を
軽
減
・
回
復

し
、
一
日
も
早
く
平
穏
な
暮
ら
し

を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
、
「
長
野

原
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

【
主
な
支
援
内
容
】

・
相
談
及
び
情
報
の
提
供
等

・
住
居
確
保
の
支
援

・
犯
罪
被
害
者
見
舞
金
の
支
給

条例
制定

浅
間
小
学
校
改
修
工
事

お
よ
び
外
構
工
事

請
負
契
約
を
可
決

　
長
野
原
町
立
浅
間
小
学
校
改
修

工
事
お
よ
び
外
構
工
事
の
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

契約

繰
越
事
業
経
費

報
告
受
け
る

　
６
月
議
会
定
例
会
初
日
（
６

日
）
に
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予

算
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
が
上
程
さ
れ
、
令
和
５
年
度

に
繰
り
越
す
事
業
経
費
な
ど
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

行政
報告

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６９ ８

■町農業委員会委員一覧表（敬称略・順不同）

氏　　名 地区名 新再別 氏　　名 地区名 新再別

竹内　望康

小林　秀幸

金子　健一

金井　隆行

唐澤　克幸

篠原　　進

横壁

林

長野原

大津

羽根尾

与喜屋

新任

新任

新任

新任

新任

再任

安濟　　仁

佐藤　　誠

倉田とし子

井上めぐみ

上谷川協子

小金澤忠彦

応桑

応桑

応桑

北軽井沢

北軽井沢

北軽井沢

新任

再任

再任

新任

新任

再任

■５月臨時会で可決した契約一覧（順不同）

工事名

契約金額

契約先

長野原町立

浅間小学校改修工事

長野原町立

浅間小学校改修工事

（外構工事）

2億130万円 8008万円

吉澤・黒田JV

〔代表者〕

吉澤建設株式会社

代表取締役　吉澤　孝

都建設株式会社

代表取締役　星野　勝義

■令和５年度各会計繰越明許費

会計名

一般会計

農業集落
排水事業
特別会計

繰越額（合計） 主な事業

8011万円
橋梁維持事業

（他３事業）

1422万3千円
農業集落
排水事業

物価高騰対策
一
般
会
計

■５月臨時会（5/11）

　一般会計補正予算（第１号）

　１億1941万円増額（計47億9879万円）

■６月定例会（6/6）

　一般会計補正予算（第２号）

　7728万円増額（計48億7608万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

■特別会計補正予算一覧表（６月定例会)

特別会計

へ き 地 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

補正額

37万円

633万円

補正後総額

1億154万円

1億3万円

（千円以下切捨）

全員
協議会

６
月
議
会
全
員
協
議
会
の

　
　
　内
容
を
紹
介
し
ま
す

５月臨時会・６月定例会（各会計補正予算）・全員協議会

価格高騰重点支援事業（2900万円）

マイナンバーカード及びプラットフォーム等連携事業

（1643万円）

〇
八
ッ
場
ダ
ム
放
流
イ
ベ
ン

ト
の
結
果
に
つ
い
て

　
５
月
27
日
に
、
八
ッ
場
ダ

ム
放
流
イ
ベ
ン
ト
を
ダ
ム
下

流
の
広
場
で
開
催
し
た
と
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

〇
外
部
専
門
家
の
活
用
に
つ

い
て

　
地
域
活
性
化
等
の
取
り
組

み
に
関
す
る
知
見
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
有
す
る
外
部
専
門
家
を

招
へ
い
し
、
町
の
課
題
解
決

等
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。

　
具
体
的
に
は
、
長
野
原
町

Ｄ
Ｘ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
名
、

長
野
原
町
地
域
デ
ザ
イ
ン

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
１
名
、
長
野

原
町
へ
き
地
診
療
所
移
転
に

伴
う
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
契
約

１
社
、
そ
の
他
今
後
の
予
定

で
は
あ
り
ま
す
が
、
長
野
原

町
動
力
船
等
運
用
・
安
全
運

航
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
名
で

す
。

　
今
後
も
外
部
専
門
家
と
連

携
・
協
力
の
下
、
指
導
・
助

言
を
受
け
な
が
ら
、
町
の
課

題
解
決
等
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

〇
東
部
簡
易
水
道
事
業
機
能

強
化
対
策
に
つ
い
て

　
本
年
、
２
月
及
び
３
月
の

水
道
管
漏
水
事
故
に
伴
う
東

部
簡
易
水
道
の
機
能
強
化
に

つ
い
て
、
早
期
に
改
善
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
狩
宿
水
源

並
び
に
浄
水
場
に
お
け
る
修

繕
計
画
を
策
定
し
た
と
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

ＪＶとは？

⇒１つの工事を施工する際に複数の企業が共同で工事を受注し施行する

　ための組織のこと



　一
般
質
問
と
は
。
議
員
が
町
長

な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務

の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど

に
つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す

こ
と
。
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ

と
で
す
。

　６
月
定
例
会
で
４
人
の
議
員
が

登
壇
し
、
行
政
改
革
や
交
通
対
策

な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し

た
。　こ

こ
で
は
、
質
問
と
答
え
を
要

約
し
た
内
容
（
12
㌻
か
ら
15
㌻
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

牧山　明　議員  (14㌻)　
・地域包括ケアシステム構築の
　進捗状況は

まきやま あきら

・町政運営における副町長の役割と
　権限及び町長の行政改革への思い
・住宅改修等助成制度について

星河明彦　議員  (12㌻)
ほしかわあきひこ

・選挙における投票率低下の
　対策について浅沼克行　議員  (13㌻)　

あさぬまかつゆき

・人口減少対策について
・子育て世代に向けた地域の交通対策
　について

杉崎能久　議員  (15㌻)　
すぎざきよしひさ

問う考えを町の町の町の

一般質問

あなたも議会を傍聴しませんか

※発行日現在の予定

９月
次
回
定
例
会

 ７日（木）
１４日（木）
２１日（木）

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６１１ １０

　議会定例・臨時会の様子はどなたでも傍

聴することができます。

　傍聴される方は、議会開催日に直接議場

までお越しください。受付簿に氏名など必

要事項を記入の上、傍聴してください。予

約は不要で会議中の入退室も自由です。

役場エントランスのモニターで
　　　　　　　　議場の様子が見られます。

　５月末までに受理された請願・陳情は６月議会定例会

（６日）に産業建設常任委員会へ付託され、審議されまし

た。（詳細下表）

■請願・陳情の審査結果一覧（産業建設常任委員会付託分）

■令和４年度各事業会計決算概要（消費税込・千円未満切捨）

町道１０－３７号線復旧工
事について

町道６－３０号線及び支線
の舗装補修について

横壁地区、深沢の農業用水
取水口荒廃に伴う河川整備
の実施について

道路舗装改修について

側溝改修について

側溝蓋設置について

側溝蓋設置について

道路改良工事について

町道大屋原１号線における
舗装補修について

町道地蔵堂２号線における
側溝蓋設置について

護岸工事について

件　　名

趣旨採択
（継続審議）

採択

趣旨採択
継続審議

（関係機関へ要望）

採択

採択

採択

採択
（年次計画で対応）

採択

採択

採択
（年次計画で対応）

趣旨採択
（関係機関へ要望）

結　果

６号

７号

10号

11号

12号

13号

14号

15号

16号

17号

18号

受理番号

令和元年１０月の台風１９号に
より被災した町道１０－３７号
線の復旧を求めるもの。

舗装補修工事をお願いするもの。

早急に河川整備を実施し安定
した農業用水確保をお願いす
るもの。

町道５－１５号線の道路舗装
改修をお願いするもの。

町道５－２４号線の側溝改修
をお願いするもの。

町道９－２８号線の側溝蓋設
置をお願いするもの。

町道９－９号線小代地区内お
よびスクールバス回転場から
吾妻方面に側溝蓋設置をお願
いするもの。

町道田通吾妻線の舗装改修工
事をお願いするもの。

町道大屋原１号線における舗
装補修をお願いするもの。

町道地蔵堂２号線において側
溝蓋設置をお願いするもの。

与喜屋区（本村地区）北沢護岸
など水路整備をお願いするもの。

内　　容

決算
認定

２
簡
易
水
道
事
業
会
計
で

安
全
で
お
い
し
い
水
の
供

給
を
確
保

　令
和
４
年
度
浅
間
高
原
水

道
事
業
・
北
軽
井
沢
簡
易
水

道
事
業
会
計
決
算
を
認
定
し

ま
し
た
。
（
６
月
６
日
・
定

例
会
）

　両
水
道
事
業
と
も
に
施
設

や
管
路
の
老
朽
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
良
質
な
水

の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

健
全
経
営
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

【浅間高原水道】
　第一観光開発株式会社や三井不動産株式会社の持つ別荘地、浅間
園区域へ配水する簡易水道のこと。

【北軽井沢簡易水道】
　応桑・北軽井沢区域（嬬恋村大字鎌原地区の一部）へ配水する簡
易水道のこと。

企業会計名 決算額 前年度決算額 前年度比

企業会計名 決算額 前年度決算額 前年度比

浅間高原

水道

北軽井沢

簡易水道

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

4425万2千円

3478万8千円

0

505万3千円

6776万6千円

6677万6千円

68万6千円

1045万5千円

4571万6千円

3729万5千円

0

568万2千円

6993万4千円

5854万8千円

183万5千円

798万3千円

96.8%

93.3%

　―

88.9%

96.9%

114.1%

37.4%

131.0%

北軽井沢区長
佐藤　雄一

一般社団法人
北軽井沢大学村組合
理事長　安見　一孝

大津区長
湯本　茂

横壁区長
金子　正男

長野原区長
宮﨑　健一

応桑区長
藤牧　次男

北軽井沢区長
佐藤　雄一

与喜屋区長
野口　良男

提　出　者

事業会計決算認定・陳情・請願事業会計決算認定・陳情・請願



　一
般
質
問
と
は
。
議
員
が
町
長

な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務

の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど

に
つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す

こ
と
。
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ

と
で
す
。

　６
月
定
例
会
で
４
人
の
議
員
が

登
壇
し
、
行
政
改
革
や
交
通
対
策

な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し

た
。　こ

こ
で
は
、
質
問
と
答
え
を
要

約
し
た
内
容
（
12
㌻
か
ら
15
㌻
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

牧山　明　議員  (14㌻)　
・地域包括ケアシステム構築の
　進捗状況は

まきやま あきら

・町政運営における副町長の役割と
　権限及び町長の行政改革への思い
・住宅改修等助成制度について

星河明彦　議員  (12㌻)
ほしかわあきひこ

・選挙における投票率低下の
　対策について浅沼克行　議員  (13㌻)　

あさぬまかつゆき

・人口減少対策について
・子育て世代に向けた地域の交通対策
　について

杉崎能久　議員  (15㌻)　
すぎざきよしひさ

問う考えを町の町の町の

一般質問

あなたも議会を傍聴しませんか

※発行日現在の予定

９月
次
回
定
例
会

 ７日（木）
１４日（木）
２１日（木）

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６１１ １０

　議会定例・臨時会の様子はどなたでも傍

聴することができます。

　傍聴される方は、議会開催日に直接議場

までお越しください。受付簿に氏名など必

要事項を記入の上、傍聴してください。予

約は不要で会議中の入退室も自由です。

役場エントランスのモニターで
　　　　　　　　議場の様子が見られます。

　５月末までに受理された請願・陳情は６月議会定例会

（６日）に産業建設常任委員会へ付託され、審議されまし

た。（詳細下表）

■請願・陳情の審査結果一覧（産業建設常任委員会付託分）

■令和４年度各事業会計決算概要（消費税込・千円未満切捨）

町道１０－３７号線復旧工
事について

町道６－３０号線及び支線
の舗装補修について

横壁地区、深沢の農業用水
取水口荒廃に伴う河川整備
の実施について

道路舗装改修について

側溝改修について

側溝蓋設置について

側溝蓋設置について

道路改良工事について

町道大屋原１号線における
舗装補修について

町道地蔵堂２号線における
側溝蓋設置について

護岸工事について

件　　名

趣旨採択
（継続審議）

採択

趣旨採択
継続審議

（関係機関へ要望）

採択

採択

採択

採択
（年次計画で対応）

採択

採択

採択
（年次計画で対応）

趣旨採択
（関係機関へ要望）

結　果

６号

７号

10号

11号

12号

13号

14号

15号

16号

17号

18号

受理番号

令和元年１０月の台風１９号に
より被災した町道１０－３７号
線の復旧を求めるもの。

舗装補修工事をお願いするもの。

早急に河川整備を実施し安定
した農業用水確保をお願いす
るもの。

町道５－１５号線の道路舗装
改修をお願いするもの。

町道５－２４号線の側溝改修
をお願いするもの。

町道９－２８号線の側溝蓋設
置をお願いするもの。

町道９－９号線小代地区内お
よびスクールバス回転場から
吾妻方面に側溝蓋設置をお願
いするもの。

町道田通吾妻線の舗装改修工
事をお願いするもの。

町道大屋原１号線における舗
装補修をお願いするもの。

町道地蔵堂２号線において側
溝蓋設置をお願いするもの。

与喜屋区（本村地区）北沢護岸
など水路整備をお願いするもの。

内　　容

決算
認定

２
簡
易
水
道
事
業
会
計
で

安
全
で
お
い
し
い
水
の
供

給
を
確
保

　令
和
４
年
度
浅
間
高
原
水

道
事
業
・
北
軽
井
沢
簡
易
水

道
事
業
会
計
決
算
を
認
定
し

ま
し
た
。
（
６
月
６
日
・
定

例
会
）

　両
水
道
事
業
と
も
に
施
設

や
管
路
の
老
朽
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
良
質
な
水

の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

健
全
経
営
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

【浅間高原水道】
　第一観光開発株式会社や三井不動産株式会社の持つ別荘地、浅間
園区域へ配水する簡易水道のこと。

【北軽井沢簡易水道】
　応桑・北軽井沢区域（嬬恋村大字鎌原地区の一部）へ配水する簡
易水道のこと。

企業会計名 決算額 前年度決算額 前年度比

企業会計名 決算額 前年度決算額 前年度比

浅間高原

水道

北軽井沢

簡易水道

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

4425万2千円

3478万8千円

0

505万3千円

6776万6千円

6677万6千円

68万6千円

1045万5千円

4571万6千円

3729万5千円

0

568万2千円

6993万4千円

5854万8千円

183万5千円

798万3千円

96.8%

93.3%

　―

88.9%

96.9%

114.1%

37.4%

131.0%

北軽井沢区長
佐藤　雄一

一般社団法人
北軽井沢大学村組合
理事長　安見　一孝

大津区長
湯本　茂

横壁区長
金子　正男

長野原区長
宮﨑　健一

応桑区長
藤牧　次男

北軽井沢区長
佐藤　雄一

与喜屋区長
野口　良男

提　出　者

事業会計決算認定・陳情・請願事業会計決算認定・陳情・請願



　
　
　
現
在
、
国
政
、
そ
し

　
　
　
て
地
方
自
治
体
の
選

挙
に
お
い
て
投
票
率
低
下
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長

野
原
町
に
お
い
て
も
、
人
口

減
少
と
共
に
投
票
率
も
低
下

し
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
も
こ
の
ま
ま
手

を
こ
ま
ね
い
て
い
る
事
は
出

来
な
い
状
況
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
、
何
ら
か
の
手
を

打
っ
て
い
く
必
要
性
が
あ
る

と
私
は
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
お
考
え
を
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

　　
　
　
町
長
　
投
票
率
低
下

　
　
　
の
理
由
と
し
て
、
全

国
的
に
政
治
へ
の
関
心
の
低

下
、
若
者
の
選
挙
離
れ
が
主

な
原
因
で
す
が
、
今
後
希
望

を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地

域
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

投
票
率
の
向
上
は
急
務
事
項

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
　

　
投
票
率
向
上
を
図
る
た
め

投
票
所
の
環
境
整
備
な
ど
選

挙
啓
発
活
動
も
含
め
た
対
策

を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
若
者
の
選
挙
離
れ
は

　
　
　
重
要
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。
中
学
、
高
校
生
時
代

か
ら
の
政
治
に
対
す
る
啓
発

活
動
は
今
後
重
要
な
役
割
を

果
た
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
高
校
生
議
会
、
中
学
生
議

会
の
開
催
と
い
っ
た
事
も
若

者
が
政
治
に
関
心
を
も
つ
一

つ
の
要
因
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

　
若
者
の
投
票
率
向
上
と
共

に
、
高
齢
者
で
投
票
所
ま
で

交
通
手
段
の
な
い
方
に
投
票

を
し
て
も
ら
う
事
も
必
要
不

可
欠
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
こ
う
い
っ
た

浅沼　克行　議員
あさぬまあさぬま かつゆき

考えを問う町の

選挙における投票率低下の
対策について
選挙における投票率低下の
対策について

方
々
の
足
の
確
保
の
救
済
を

是
非
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し

て
前
回
の
町
議
選
の
75
％
超

え
を
目
指
し
て
町
、
議
会
共

頑
張
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
町
長
　
投
票
率
の
低 

　
　
　
下
は
行
政
と
い
う
よ

り
も
、
町
民
の
関
心
や
期
待

を
取
り
戻
す
こ
と
の
で
き
な

い
私
や
議
員
の
責
任
だ
。

　
た
だ
投
票
に
行
き
た
く
て

も
行
け
な
い
方
々
の
足
を
確

保
す
る
こ
と
は
、
行
政
の
役

目
だ
と
思
い
ま
す
。
検
討
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
政
治
と
は
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
、
選
挙
と
は

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
参

政
権
は
ど
の
よ
う
に
培
っ
て

き
た
の
か
を
我
々
が
声
に
し

て
愚
直
に
積
み
上
げ
て
行
く

事
が
大
切
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　
投
票
率
が
私
を
含
め
議
員

一
人
一
人
の
成
績
だ
と
思
っ

て
、
我
が
事
と
し
て
投
票
率

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

投
票
所
の
環
境
整
備
な
ど

対
策
を
検
討
し
て
い
く

各
種
助
成
制
度
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
、
制
度
の
廃
止
や

更
新
が
あ
っ
た
場
合
、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
更
新
時
期
と
町

民
へ
の
広
報
活
動
の
方
法
は
。

　
　
　
町
長
　
①
梶
野
副
町

　
　
　
長
は
、
民
間
の
感
覚

を
取
入
れ
現
場
で
職
員
の
先

頭
に
立
っ
て
動
い
て
も
ら
う
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
成
功
体

験
、
横
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

副
町
長
が
課
長
か
ら
始
め
、

職
員
一
人
一
人
と
面
談
を
す
る

こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。
多

様
性
を
重
視
し
頭
を
柔
ら
か

く
町
民
の
皆
様
の
た
め
に
取

り
組
ん
で
行
く
。

　
②
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
更
新
は

３
年
が
目
安
だ
が
、
様
子
を

見
な
が
ら
決
定
す
る
。
情
報

格
差
解
消
の
た
め
紙
ベ
ー
ス

や
色
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で

し
っ
か
り
と
発
信
し
て
い
く
。

　

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこ

　
　
　
①
５
月
１
日
付
で
長

　
　
　
野
原
町
副
町
長
に
民

間
出
身
の
梶
野
さ
ん
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
市
町

村
で
は
自
治
体
幹
部
職
員
か

ら
起
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
民
間
出
身
で
議
員
か
ら

の
起
用
は
多
く
の
町
民
か
ら

注
目
を
さ
れ
て
い
る
。

◇
副
町
長
の
役
割
と
職
務
権

限
に
つ
い
て

◇
民
間
か
ら
の
副
町
長
登
用

は
行
政
改
革
の
手
段
で
あ
る
、

町
長
の
思
い
、
目
指
す
姿
は
。

　
②
住
宅
改
修
等
助
成
制
度

の
本
年
度
予
算
分
が
５
月
中

旬
で
終
了
と
な
っ
た
、
町
民
か

ら
の
要
望
も
多
く
今
後
も
こ
の

助
成
制
度
を
継
続
し
て
行
う

よ
う
、
補
正
予
算
で
対
応
を
。

　
　
　
町
長
　
①
副
町
長
は
、

　
　
　
町
長
が
指
名
し
、
議

会
の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ

業
は
平
成
24
年
度
か
ら
実
施

し
、
令
和
４
年
11
月
末
で
合

計
２
６
０
件
、
総
額
４
２
０

０
万
円
を
助
成
し
て
い
る
。

今
年
度
３
０
０
万
円
を
計
上

し
申
請
受
付
を
行
っ
た
が
、

５
月
末
で
予
算
額
に
達
し
た

た
め
、
補
正
予
算
の
計
上
を

行
い
対
応
し
た
い
。

　
　
　
町
民
１
人
１
人
の
ニ
ー

　
　
　
ズ
に
あ
っ
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
に
。

　
①
副
町
長
に
期
待
す
る
と

こ
ろ
は
、
新
た
な
化
学
反
応

を
ど
ん
ど
ん
起
こ
し
、
組
織

改
革
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
人
材
育
成
で
は
、
リ
ー

ダ
ー
育
成
の
み
な
ら
ず
職
員

全
員
の
底
上
げ
も
必
要
、
ベ

ク
ト
ル
を
合
わ
せ
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と

が
必
要
。

　
②
住
宅
改
修
等
助
成
制
度

９
月
補
正
で
実
施
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
度

以
降
も
継
続
す
る
と
の
事
だ

が
、
町
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

①町政運営における副町長の
　役割と権限及び町長の行政
　改革への思い
②住宅改修等助成制度について

る
。
役
割
と
職
務
権
限
は
、

町
長
を
補
佐
し
、
町
長
の
命

を
受
け
政
策
及
び
企
画
を
つ

か
さ
ど
り
、
各
課
職
員
を
監

督
し
、
町
長
が
欠
け
た
と
き

は
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
民
間
で

培
っ
た
、
経
営
感
覚
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
は
町
政
運
営
に

新
た
な
風
を
吹
き
込
む
存
在

に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
本
人
は
移
住
者
で
あ

り
、
現
役
子
育
て
世
代
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
世

代
や
移
住
者
の
声
を
体
現
で

き
る
こ
と
は
、
大
き
な
魅
力

の
一
つ
で
あ
り
、
今
の
時
代
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
役
場
職
員
の
横
串
を
さ

し
、
行
政
の
課
題
解
決
と
変

化
の
激
し
い
時
代
を
生
き
抜

け
る
職
員
の
育
成
や
環
境
作

り
を
期
待
し
て
い
る
。

　
②
住
宅
改
修
等
助
成
金
事

①
新
た
な
チ
ー
ム
を
創
っ
て
い
く

②
補
正
予
算
の
計
上
を
し
た
い

考えを問う町の

※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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在
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選
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投
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低
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。
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。
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。
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実
施
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
度

以
降
も
継
続
す
る
と
の
事
だ

が
、
町
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

①町政運営における副町長の
　役割と権限及び町長の行政
　改革への思い
②住宅改修等助成制度について

る
。
役
割
と
職
務
権
限
は
、

町
長
を
補
佐
し
、
町
長
の
命

を
受
け
政
策
及
び
企
画
を
つ

か
さ
ど
り
、
各
課
職
員
を
監

督
し
、
町
長
が
欠
け
た
と
き

は
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
民
間
で

培
っ
た
、
経
営
感
覚
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
は
町
政
運
営
に

新
た
な
風
を
吹
き
込
む
存
在

に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
本
人
は
移
住
者
で
あ

り
、
現
役
子
育
て
世
代
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
世

代
や
移
住
者
の
声
を
体
現
で

き
る
こ
と
は
、
大
き
な
魅
力

の
一
つ
で
あ
り
、
今
の
時
代
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
役
場
職
員
の
横
串
を
さ

し
、
行
政
の
課
題
解
決
と
変

化
の
激
し
い
時
代
を
生
き
抜

け
る
職
員
の
育
成
や
環
境
作

り
を
期
待
し
て
い
る
。

　
②
住
宅
改
修
等
助
成
金
事

①
新
た
な
チ
ー
ム
を
創
っ
て
い
く

②
補
正
予
算
の
計
上
を
し
た
い

考えを問う町の

※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

新人議員

研修

　６月30日（金）群馬県町村議会

議長会主催の新人議員研修が群

馬県市町村会館（前橋市）を会場

に開催され、本町議会の新人議員

が参加しました。

　今回は平野誠氏（全国町村議

会議長会　議事調査部　参与）

による地方議会の制度と運営につ

いて研修会が行われ、議会につい

てや議員の権限等を学んできま

した。

県町村議会新人議員対象の研修

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６１３ １２



妻
全
体
で
考
え
て
行
く
よ
う

各
町
村
長
に
提
案
す
る
。

　
　
　
社
協
の
あ
ん
じ
ゃ
あ

　
　
　
ね
え
ひ
き
こ
も
り
サ

ロ
ン
に
注
目
し
て
い
る
。
第
４

月
曜
日
で
来
年
３
月
ま
で
11

回
計
画
さ
れ
て
い
る
。
県
は

来
年
は
や
ら
な
い
と
言
っ
て

い
る
が
、
町
が
予
算
を
つ
け

て
継
続
し
て
欲
し
い
。
社
協

の
人
材
確
保
に
も
財
政
的
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
サ
ロ
ン
の
需
要
は
結

　
　
　
構
あ
る
と
報
告
を
受

け
て
い
る
。
応
桑
小
の
利
活

用
で
も
何
ら
か
の
理
由
で
学

校
に
行
け
な
い
子
ど
も
達
の

居
場
所
作
り
を
計
画
し
て
い

る
。
人
が
い
る
の
で
あ
れ
ば

お
金
を
出
す
覚
悟
は
で
き
て

い
る
。
介
護
士
の
不
足
も
喫

緊
の
課
題
。
人
脈
の
多
い
議

員
の
皆
さ
ん
に
も
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

方
や
女
性
に
「
こ
の
町
な
ら

安
心
し
て
産
む
こ
と
が
で
き

る
」
「
産
ん
だ
後
の
生
活
の
見

通
し
も
明
る
い
」
と
思
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
。
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
作
る
・
保

育
士
の
給
与
を
上
げ
る
な
ど
、

予
算
の
大
幅
な
拡
充
な
く
し

て
子
供
は
増
え
な
い
し
町
に

人
は
来
な
い
。
子
育
て
世
代

が
増
え
な
け
れ
ば
、
税
収
増

も
見
込
め
ず
、
高
齢
者
へ
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
も
図

れ
な
い
の
で
予
算
の
見
直
し

を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
町
長
　
こ
れ
を
や
れ

　
　
　
ば
人
口
減
少
を
克
服

で
き
る
と
い
う
も
の
は
な
い
。

地
域
を
作
る
の
は
人
で
あ
り
、

子
育
て
世
代
の
方
々
を
ど
う

や
っ
て
救
う
か
。
子
育
て
が

ど
う
や
っ
た
ら
し
や
す
い
町

に
な
る
か
。
非
常
に
重
要
な

　
　
　人
口
減
少
対
策
に

　
　
　つ
い
て

　
人
口
減
少
は
大
き
な
社
会

問
題
で
あ
り
早
急
な
対
策
を

と
る
必
要
が
あ
る
。
長
野
原

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
で
は
子
供
を
増
や

す
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
し

て
い
る
が
人
口
減
少
の
抑
制

に
向
け
た
具
体
的
な
プ
ラ
ン

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
人
口
減
少
の

　
　
　
減
速
化
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
は
、
今
年

度
の
施
政
方
針
で
述
べ
て
い

る
８
つ
の
目
標
の
ほ
ぼ
す
べ

て
に
関
連
し
て
い
る
。
町
全

体
の
生
き
る
力
を
育
ん
で
い

く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
子
供
の
数
を
増
や
す

　
　
　
た
め
に
は
若
年
層
の

杉崎　能久　議員
すぎざきすぎざき よしひさよしひさ

牧山　明　議員
まきやま あきら

※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

考えを問う町の

　
　
　
平
成
28
年
頃
か
ら

　
　
　
国
の
方
針
を
受
け
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

る
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
に
す
る
た
め
福
祉
の

さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
で
進
ん
で

い
な
い
分
野
も
あ
る
と
思
う
。

現
状
ど
こ
ま
で
で
き
た
か
。

今
年
度
は
何
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
町
長
　
地
域
包
括
ケ

　
　
　
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
生
活
を
最
後
ま
で
続
け
ら

れ
る
よ
う
医
療
介
護
予
防
、

住
ま
い
、
生
活
支
援
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
を
目

指
し
て
い
る
。
５
年
前
に
地

域
福
祉
計
画
を
策
定
し
長
野

原
モ
デ
ル
の
構
築
を
進
め
て

き
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
の

　
　
　
昨
年
、
総
務
文
教
常

　
　
　
任
委
員
会
で
調
査
し

た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
拠
点
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

活
動
を
進
展
さ
せ
て
い
る
。

施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ

の
移
行
、
障
が
い
者
の
高
齢

化
に
伴
う
重
度
化
や
親
亡
き

後
の
生
活
拠
点
の
整
備
な
ど

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
具
体
策
は
。
　

　
　

　
　
　
町
長
　
長
野
原
町
参

　
　
　
与
の
市
村
前
副
町
長

に
福
祉
病
院
と
や
ま
ど
り
で

改
革
の
た
め
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
あ
た
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

福
祉
病
院
、
診
療
所
、
か
ら

ま
つ
荘
、
や
ま
ど
り
、
ス
キ
ッ

プ
、
し
っ
か
り
と
し
た
拠
点

は
整
っ
て
い
る
が
連
携
が
完

成
に
至
っ
て
い
な
い
。
知
的

障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
完
成
は
目
に
見
え
る
改
革
。

　
今
年
は
社
会
福
祉
士
、
看

護
師
、
保
健
師
を
募
集
し
て

人
材
確
保
を
し
て
い
く
。
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
も
吾

①人口減少対策について
②子育て世代に向けた地域の
　交通対策について

①人口減少対策について
②子育て世代に向けた地域の
　交通対策について

地域包括ケアシステム構築の
進捗状況は

機
能
強
化
す
べ
く
町
か
ら
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
派
遣
し
て
介
護
予
防
を
通

じ
地
域
と
の
結
び
つ
き
の
強

化
を
図
り
、
福
祉
有
償
運
送

の
実
施
、
生
活
困
窮
等
の
各

種
相
談
事
業
の
拡
充
、
今
年

か
ら
は
法
人
後
見
な
ど
に
も

着
手
し
て
い
る
。
在
宅
で
の

看
取
り
に
も
対
応
す
る
訪
問

診
療
や
訪
問
看
護
な
ど
の
支

援
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

医
療
介
護
社
会
資
源
マ
ッ
プ

作
製
や
認
知
症
相
談
窓
口
の

周
知
、
家
族
会
立
ち
上
げ
も

連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
。

専
門
職
の
不
足
が
深
刻
に

な
っ
て
い
て
、
各
組
織
の
強

化
と
連
携
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
。

　
み
ん
な
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町

を
基
本
理
念
に
構

築
を
進
め
る
。
　

ポ
イ
ン
ト
だ
。

　
　
　子
育
て
世
代
に
向
け
た

　
　
　地
域
の
交
通
対
策
に
つ
い
て

　
地
域
公
共
交
通
計
画
の
短

期
目
標
と
し
て
高
校
生
の
通

学
支
援
が
あ
る
が
実
現
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
現
況
を
伺
い

た
い
。
ま
た
、
長
野
原
町
で
は

送
迎
が
ネ
ッ
ク
で
習
い
事
に

通
え
な
い
子
供
が
増
え
て
い

る
。
体
験
格
差
が
も
た
ら
す

児
童
の
心
身
の
成
長
機
会
損

失
を
い
か
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長
　
高
校
生
の
通

　
　
　
学
支
援
に
関
し
て
は

関
係
機
関
と
調
整
し
て
い
る
。

体
験
格
差
に
つ
い
て
、
自
然

体
験
や
地
域
活
動
等
の
体
験

が
学
力
以
外
の
生
き
る
力
に

大
き
く
影
響
し
て
く
る
と
考

え
る
。
全
て
の
子
供
た
ち
が

様
々
な
体
験
が
で
き
る
よ
う

行
政
の
み
な
ら
ず
、
地
域
ぐ

る
み
で
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　

　
　
　
早
期
実
現
の
た
め
に

　
　
　
は
町
で
所
有
し
て
い

る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
使
用
し

た
り
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
使
用

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず

は
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
子
供
の
健
全
な
成
長
に
習

い
事
は
必
要
不
可
欠
。
当
該

送
迎
問
題
に
つ
い
て
も
地
域

課
題
と
し
て
認
識
し
て
欲
し

い
。

　
　
　
町
長
　
通
学
支
援
は

　
　
　
実
証
実
験
的
に
今
年

度
中
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

町
と
し
て
は
事
業
者
に
委
託

す
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
考
え

て
い
る
。
子
育
て
支
援
含
め

地
域
交
通
に
つ
い
て
は
予
算

を
投
入
す
る
準
備
は
で
き
て

い
る
。
体
験
格
差
が
生
じ
て

い
る
の
は
承
知
し
て
お
り
、

習
い
事
が
で
き
な
い
子
供
が

い
る
の
は
悲
し
い
こ
と
な
の

で
環
境
を
整
備
し
て
い
き
た

い
。

長
野
原
モ
デ
ル

　
　
　
構
築
を
進
め
て
い
く

「
繋
ぐ
」
「
育
て
る
」
「
共
に
創
る
」
を
根
柢
に
置
き

①
町
全
体
の
生
き
る
力
を
育
ん
で
い
く

②
10
年
後
20
年
後
を
見
据
え

　
考
え
て
い
く

考えを問う町の

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６１５ １４
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全
体
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う
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村
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に
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。
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の
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じ
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え
ひ
き
こ
も
り
サ

ロ
ン
に
注
目
し
て
い
る
。
第
４

月
曜
日
で
来
年
３
月
ま
で
11

回
計
画
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て
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る
。
県
は

来
年
は
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ら
な
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と
言
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て

い
る
が
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が
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。
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る
。
応
桑
小
の
利
活

用
で
も
何
ら
か
の
理
由
で
学

校
に
行
け
な
い
子
ど
も
達
の

居
場
所
作
り
を
計
画
し
て
い

る
。
人
が
い
る
の
で
あ
れ
ば

お
金
を
出
す
覚
悟
は
で
き
て

い
る
。
介
護
士
の
不
足
も
喫

緊
の
課
題
。
人
脈
の
多
い
議

員
の
皆
さ
ん
に
も
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

方
や
女
性
に
「
こ
の
町
な
ら

安
心
し
て
産
む
こ
と
が
で
き

る
」
「
産
ん
だ
後
の
生
活
の
見

通
し
も
明
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あ
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あ
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。
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。
非
常
に
重
要
な

　
　
　人
口
減
少
対
策
に

　
　
　つ
い
て

　
人
口
減
少
は
大
き
な
社
会

問
題
で
あ
り
早
急
な
対
策
を

と
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述
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て
い
る
。
町
全

体
の
生
き
る
力
を
育
ん
で
い

く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
子
供
の
数
を
増
や
す

　
　
　
た
め
に
は
若
年
層
の
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考えを問う町の

　
　
　
平
成
28
年
頃
か
ら

　
　
　
国
の
方
針
を
受
け
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

る
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
に
す
る
た
め
福
祉
の

さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
で
進
ん
で

い
な
い
分
野
も
あ
る
と
思
う
。

現
状
ど
こ
ま
で
で
き
た
か
。

今
年
度
は
何
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
町
長
　
地
域
包
括
ケ

　
　
　
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
生
活
を
最
後
ま
で
続
け
ら

れ
る
よ
う
医
療
介
護
予
防
、

住
ま
い
、
生
活
支
援
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
を
目

指
し
て
い
る
。
５
年
前
に
地

域
福
祉
計
画
を
策
定
し
長
野

原
モ
デ
ル
の
構
築
を
進
め
て

き
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
の

　
　
　
昨
年
、
総
務
文
教
常

　
　
　
任
委
員
会
で
調
査
し

た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
拠
点
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

活
動
を
進
展
さ
せ
て
い
る
。

施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ

の
移
行
、
障
が
い
者
の
高
齢

化
に
伴
う
重
度
化
や
親
亡
き

後
の
生
活
拠
点
の
整
備
な
ど

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
具
体
策
は
。
　

　
　

　
　
　
町
長
　
長
野
原
町
参

　
　
　
与
の
市
村
前
副
町
長

に
福
祉
病
院
と
や
ま
ど
り
で

改
革
の
た
め
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
あ
た
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

福
祉
病
院
、
診
療
所
、
か
ら

ま
つ
荘
、
や
ま
ど
り
、
ス
キ
ッ

プ
、
し
っ
か
り
と
し
た
拠
点

は
整
っ
て
い
る
が
連
携
が
完

成
に
至
っ
て
い
な
い
。
知
的

障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
完
成
は
目
に
見
え
る
改
革
。

　
今
年
は
社
会
福
祉
士
、
看

護
師
、
保
健
師
を
募
集
し
て

人
材
確
保
を
し
て
い
く
。
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
も
吾

①人口減少対策について
②子育て世代に向けた地域の
　交通対策について

①人口減少対策について
②子育て世代に向けた地域の
　交通対策について

地域包括ケアシステム構築の
進捗状況は

機
能
強
化
す
べ
く
町
か
ら
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
派
遣
し
て
介
護
予
防
を
通

じ
地
域
と
の
結
び
つ
き
の
強

化
を
図
り
、
福
祉
有
償
運
送

の
実
施
、
生
活
困
窮
等
の
各

種
相
談
事
業
の
拡
充
、
今
年

か
ら
は
法
人
後
見
な
ど
に
も

着
手
し
て
い
る
。
在
宅
で
の

看
取
り
に
も
対
応
す
る
訪
問

診
療
や
訪
問
看
護
な
ど
の
支

援
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

医
療
介
護
社
会
資
源
マ
ッ
プ

作
製
や
認
知
症
相
談
窓
口
の

周
知
、
家
族
会
立
ち
上
げ
も

連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
。

専
門
職
の
不
足
が
深
刻
に

な
っ
て
い
て
、
各
組
織
の
強

化
と
連
携
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
。

　
み
ん
な
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町

を
基
本
理
念
に
構

築
を
進
め
る
。
　

ポ
イ
ン
ト
だ
。

　
　
　子
育
て
世
代
に
向
け
た

　
　
　地
域
の
交
通
対
策
に
つ
い
て

　
地
域
公
共
交
通
計
画
の
短

期
目
標
と
し
て
高
校
生
の
通

学
支
援
が
あ
る
が
実
現
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
現
況
を
伺
い

た
い
。
ま
た
、
長
野
原
町
で
は

送
迎
が
ネ
ッ
ク
で
習
い
事
に

通
え
な
い
子
供
が
増
え
て
い

る
。
体
験
格
差
が
も
た
ら
す

児
童
の
心
身
の
成
長
機
会
損

失
を
い
か
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長
　
高
校
生
の
通

　
　
　
学
支
援
に
関
し
て
は

関
係
機
関
と
調
整
し
て
い
る
。

体
験
格
差
に
つ
い
て
、
自
然

体
験
や
地
域
活
動
等
の
体
験

が
学
力
以
外
の
生
き
る
力
に

大
き
く
影
響
し
て
く
る
と
考

え
る
。
全
て
の
子
供
た
ち
が

様
々
な
体
験
が
で
き
る
よ
う

行
政
の
み
な
ら
ず
、
地
域
ぐ

る
み
で
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　

　
　
　
早
期
実
現
の
た
め
に

　
　
　
は
町
で
所
有
し
て
い

る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
使
用
し

た
り
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
使
用

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず

は
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
子
供
の
健
全
な
成
長
に
習

い
事
は
必
要
不
可
欠
。
当
該

送
迎
問
題
に
つ
い
て
も
地
域

課
題
と
し
て
認
識
し
て
欲
し

い
。

　
　
　
町
長
　
通
学
支
援
は

　
　
　
実
証
実
験
的
に
今
年

度
中
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

町
と
し
て
は
事
業
者
に
委
託

す
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
考
え

て
い
る
。
子
育
て
支
援
含
め

地
域
交
通
に
つ
い
て
は
予
算

を
投
入
す
る
準
備
は
で
き
て

い
る
。
体
験
格
差
が
生
じ
て

い
る
の
は
承
知
し
て
お
り
、

習
い
事
が
で
き
な
い
子
供
が

い
る
の
は
悲
し
い
こ
と
な
の

で
環
境
を
整
備
し
て
い
き
た

い
。

長
野
原
モ
デ
ル

　
　
　
構
築
を
進
め
て
い
く

「
繋
ぐ
」
「
育
て
る
」
「
共
に
創
る
」
を
根
柢
に
置
き

①
町
全
体
の
生
き
る
力
を
育
ん
で
い
く

②
10
年
後
20
年
後
を
見
据
え

　
考
え
て
い
く

考えを問う町の

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１３６１５ １４



編
集
後
記

　先
の
町
議
会
議
員
選
挙
に

て
定
数
10
名
の
メ
ン
バ
ー
が

確
定
致
し
ま
し
た
。
任
期
中

全
員
に
て
町
政
活
性
化
に
向

け
努
力
致
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ

感
染
症
も
分
類
が
下
が
り
早

く
治
ま
れ
ば
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　全
国
的
な
事
で
は
あ
り
ま

す
が
、
少
子
高
齢
化
そ
し
て

人
口
減
少
が
日
々
、
さ
ま
ざ

ま
に
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
国
で
は
本
件
に
重

点
を
置
く
施
策
を
模
索
し
て

お
り
ま
す
。
当
町
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
策
が
告

示
さ
れ
ま
し
た
ら
積
極
的
に

取
り
入
れ
そ
し
て
実
施
し
活

力
あ
る
町
に
し
て
行
き
ま

し
ょ
う
。
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　土
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　湯
本

　宗
一

５月臨時会や６月定例会の内容をお伝えします
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表紙：魚止めの滝（北軽井沢）

11日

　長野原町議会全員協議会

　令和５年５月第２回長野原町議会

　臨時会

16日

　令和５年度国道146号線軽井沢

　バイパス建設等期成同盟会

22日

　令和５年度第40回長野原町

　高齢者教室開講式

24日

　令和５年度長野原町文化協会総会

　吾妻郡町村議会議長会定例総会

　令和５年度長野原町ＰＴＡ連絡

　協議会総会

26日

　群馬県町村議会議長会理事会

29日

　群馬県町村議会議長会臨時会及び

　町村議会議長研修会

30日

　社会福祉協議会理事会

　北軽井沢観光協会第52回通常総会

31日

　あがつま農業協同組合第31回通常

　総代会

１日

　吾妻森林組合監査

６日

　小口資金等融資審査会

　長野原町議会全員協議会

　令和５年６月第２回長野原町議会

　定例会

14日

　吾妻郡租税教育推進協議会定期総会

16日

　令和５年６月第２回長野原町議会

　定例会（２日目）

　長野原町議会議員懇談会

19日

　社会福祉協議会評議員会

　長野原町シルバー人材センター

　通常総会

22日

　西吾妻地区防犯協会定期総会

26日

　令和５年吾妻広域町村圏振興整備組合

　議会第１回臨時会

　吾妻環境施設組合議会令和５年度

　第１回臨時会

　

26日

　令和５年度吾妻郡林業振興協会総会

　吾妻郷土緑化推進委員会総会

　中之条ガーデンズ視察

27日

　令和５年度　第１回北軽井沢連絡会議

　東部湯の丸インター関連道路網整備

　促進期成同盟会定期総会

28日

　第73回　社会を明るくする運動

　長野原町推進委員会

　にしあがつま福祉会評議委員会

29日

　３組合議会（環境衛生施設組合・

　衛生施設組合・西吾妻福祉病院組合）

　第２回西吾妻福祉病院管理運営

　協議会

30日

　旧長野原町立第一小学校利活用

　事業候補者選定委員会

議会の主な活動議会の主な活動
　議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

５月 ６月


